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人事院「国の非常勤職員制度Jの実習を通して

・

・ 人事院 人材局 企画課制度班 2016 年 8 月 22 日（月）～9 月 2 日（金）2 週間

・実習内容：「国の非常勤職員制度についてJ

1 日目：国の非常勤職員制度に関して資料や人事小六法（人事院規則 8-12 職員

の任免）の説明と理解

2日目：非常勤職員について資料をまとめて発表

3日目： 民間における「非正規J社員の関連制度に関しての調べ

4日目：民間における「非正規j社員の関連制度についてまとめて発表

5日目：非常勤職員（期開業務職員）の方々にヒアリング

6日目： 職員福祉局にてヒアリング

7日目：国際課、 給与局にてヒアリング

8日目：各府省担当企画官会議の手伝い、 最終報告に向けての準備

9日目：最終報告準備

10 日目：「国の非常勤職員の制度と対応についてJ最終発表

人事院は人事行政に関する公正の確保及び国家公務員の利益保護等に関する事務

をつかさどる中立 ・ 第三者機関である。 具体的には、 人事行政に関して採用試験を

始め公平性の確保を図り、 労働基本権制約の代償機能としてつかさどっている事、

人事行政の専門機関として国内外の人事制度の調査 ・ 研究を進めている事がわかっ

た。 私が実習を行った人材局企画課は任用制度の企画 ・ 立案及び運営、 人材確保活

動の計画立案をしており、 特に制度班では非常勤職員に関しての任用や退職に関し

て主に担当していた。 日々職員の方は、 各省からの非常勤職員の任用に関しての照

会に人事小六法や条文を細かく解釈して丁寧に応答していたことが印象的であっ

た。

今回の研究課題である「国の非常勤職員制度Jを通して、 国が責任を持って負う

べき業務数に見合った人の配置の難しさを実感した。 現代においては社会保障領域

を始め、 職員が担うべき業務数は増加するが、 定員法により常勤職員数には限りが

あり、 財政健全方向により内閣人事局による定員数削減傾向にある。 そのため定員

外とされる非常勤職員が業務を担うため増加傾向である。 ただ人を任用するにあた

り、 予算の範囲内ではあるが非常勤職員の処遇改善方向がある。 非常勤職員の中で

常勤職員の方と勤務時間数など同様の働き方をする期間業務職員の方に焦点を当て

た。 今話題になっている課題の一つはハロ ー ワ ー ク職員などを始めとした「官製ワ
ー キングプアj問題であろう。 2週間を振り返って学びをまとめたし＇o










